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K O M O R I

お客様訪問

KP-
ConnectK-Support

値
に
問
題
が
あ
る
と
、
何
が
原
因
な
の
か
を

現
場
と
共
に
分
析
し
て
い
ま
す
」 

と
、
作
業
の

改
善
や
全
体
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
で
経
営

面
に
役
立
て
て
い
る
。

一
方
、
現
場
は
、
現
場
な
ら
で
は
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全
体
の
段
取
り
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
生
産
部
の
橋

本
次
長
は 「
K
P-

コ
ネ
ク
ト
を
入
れ
て
か
ら

業
務
の
生
産
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
現
場
の
時
間
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
」 

と
導
入
効
果

を
挙
げ
る
。「
特
に
見
当
や
色
合
わ
せ
の
時
間
、

試
し
刷
り
の
枚
数
、
稼
働
率
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。
月
間
で
何
か
の
数
字
が
大
き
く

変
化
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。
現
場
全
体
で
課
題
を
共
有
し
、
改
善

に
取
り
組
め
る
環
境
が
で
き
て
き
ま
し
た
」

リ
ス
ロ
ン
S
2
6
の
機
長
で
あ
る
伊
藤
係
長

は
、「
同
機
種
の
平
均
稼
働
率
と
数
値
を
比
べ

る
こ
と
で
、
基
準
や
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
他

社
に
負
け
た
く
な
い
と
思
い
、
K
O
M
O
R
I

の
助
言
も
受
け
て
作
業
を
工
夫
し
た
こ
と
で
、

切
り
替
え
や
色
合
わ
せ
な
ど
の
段
取
り
時
間

が
15
分
程
度
短
縮
で
き
ま
し
た
」。
ま
た
、
リ

ス
ロ
ン
G
4
0
機
長
の
豊
田
係
長
は 「
生
産
性

を
数
字
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
あ
る
反
面
、
現
状
や
目
標
を
確
実
に
把
握

で
き
る
の
で
、
他
の
機
長
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。
リ
ス
ロ

ン
A
3
7
P
機
長
の
森
氏
は 「
稼
働
記
録
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
は
保
守
管
理
の
重
要
な
判

断
要
素
で
す
。
回
転
数
を
上
げ
、
ミ
ス
や
損

紙
を
減
ら
す
と
い
う
改
善
の
方
向
性
も
見
え

ま
し
た
」 

と
、K
P-

コ
ネ
ク
ト
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、現
場
全
体
と
自
身
の
意
識
の

変
化
を
語
る
。

同
社
は
、
K
P-

コ
ネ
ク
ト
が
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
K
O
M
O
R
I
が
機
械
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
や
操
作
支
援
を
行
う
保

守
管
理
サ
ー
ビ
ス 「
K-

サ
ポ
ー
ト
」 

も
導
入

し
て
い
る
。

玉
置
社
長
は 「
自
社
だ
け
で
改
善
を
行
う
よ

り
も
、
K
O
M
O
R
I
の
分
析
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
き
、
改
善
し
て
い
く
方
が
効
率
が
良
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
当
社
は
3
台
の
印

刷
機
が
K
P-

コ
ネ
ク
ト
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、
作
業
に
対
す
る
入
力
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

統
一
す
る
よ
う
、
K
O
M
O
R
I
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
行
す
る
と
、

と
て
も
分
析
し
や
す
い
デ
ー
タ
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」 

と
、
K-

サ
ポ
ー
ト
を
評

価
す
る
。
さ
ら
に 「
経
営
者
と
し
て
機
械
を
ど

の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
べ
き
か
、

い
ろ
い
ろ
と
提
案
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、

現
場
の
整
理
整
頓
な
ど
5
S
へ
の
意
識
改
革
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
」 

と
続
け
る
。

一
方
、
橋
本
次
長
は 「
従
来
は
、
版
を
印

刷
機
に
取
り
付
け
て
か
ら
見
当
マ
ー
ク
を
入

れ
て
い
た
が
、
K
O
M
O
R
I
の
提
案
に
よ
っ

て
、
製
版
の
時
に
見
当
マ
ー
ク
を
焼
く
よ
う

に
な
り
、
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
。
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
の
中
に
、
改
善
の

余
地
が
多
い
こ
と
を
K-

サ
ポ
ー
ト
で
実
感
し

て
い
ま
す
」 

と
生
産
面
で
の
活
用
を
話
す
。

玉
置
社
長
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね

る
と 「
他
社
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
も
っ
と
や

り
た
い
。
印
刷
と
加
工
を
効
率
よ
く
連
動
さ

せ
て
一
貫
し
た
生
産
体
制
を
さ
ら
に
確
立
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
で
競
い
合
っ
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
し
て
、
総
合
力
を
高
め
て
い

き
た
い
で
す
」 

と
答
え
た
。

K
P-

コ
ネ
ク
ト
と
K-

サ
ポ
ー
ト
の
導
入

は
、
全
社
一
体
と
な
っ
て 「
前
進
」 

し
て
い
く

意
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
和
印
刷
紙
器
㈱
の
玉
置
社
長
は
、

2
0
1
6
年
か
ら
K
O
M
O
R
I
の
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
機
を
立
て
続
け
に
導
入
し
た
。

「
短
い
納
期
の
中
で
品
質
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
が
多
く
な
り
、
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
故
障
時
に
迅
速
な
対
応
が
期
待
で
き
る
、

K
O
M
O
R
I
の
オ
フ
セ
ッ
ト
機
に
入
れ
替
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

2
0
1
6
年
の
リ
ス
ロ
ン
A
3
7
P（
A
全

判
反
転
機
構
付
2
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷

機
）導
入
に
始
ま
り
、
2
0
1
8
年
H-

U
V
搭

載
リ
ス
ロ
ン
S
2
6（
菊
半
裁
4
色
オ
フ
セ
ッ

ト
枚
葉
印
刷
機
）を
、
さ
ら
に
同
年
厚
紙
印
刷

に
も
対
応
す
る
H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ

ス
ロ
ン
G
4
0（
菊
全
判
4
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚

葉
印
刷
機
）を
追
加
し
、
H-

U
V
に
よ
る
生

産
力
の
強
化
も
同
時
に
図
っ
て
い
っ
た
。

新
旧
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
の
置
き
換
え
が

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
取
り
掛
か
っ

た
の
は
、「
時
間
管
理
」 

の
改
革
だ
。

「
受
注
産
業
と
し
て
は 『
時
は
金
な
り
＝

時
間
が
全
て
』 

で
す
。
前
社
長（
現
会
長
）の

時
代
か
ら
時
間
に
対
す
る
意
識
を
高
め
よ

う
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
善
の
指
標
が
漠

然
と
し
て
い
て
、
根
本
的
な
改
善
に
つ
な
げ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

と
語
る
玉
置
社

長
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
目
指
し
、

K
P-

コ
ネ
ク
ト
の
導
入
を
決
断
し
た
。

現
在
、
K
P-

コ
ネ
ク
ト
に
は
前
述
し
た

K
O
M
O
R
I
機
3
台
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

の
か
。
玉
置
社
長
は 「
各
機
械
の
稼
働
率
に

加
え
、
今
月
は
何
枚
印
刷
し
た
か
な
ど
を
見

て
い
ま
す
。
ま
た
、
準
備
時
間
に
関
す
る
数

中
和
印
刷
紙
器
株
式
会
社

K
P-

コ
ネ
ク
ト
と
K-

サ
ポ
ー
ト
で

現
場
の
意
識
を
さ
ら
に
上
へ
引
き
上
げ
る
。

　

常
に「
前
進
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
生
産
体
制
を
強
化
し
て
き
た

中
和
印
刷
紙
器
株
式
会
社
は
、
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
プ
リ
プ
レ
ス
、

印
刷
、
加
工
、
仕
上
げ
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
自
社
一
貫
生
産
ラ
イ

ン
に
よ
っ
て
、
顧
客
の
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
近
年
の

課
題
と
し
て「
時
間
管
理
」を
掲
げ
、
K
O
M
O
R
I
の
オ
フ
セ
ッ
ト

機
3
台
を
K
O
M
O
R
I
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ウ
ド「
K
P-

コ
ネ
ク

ト
」で
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
機
械
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
や
操
作
支

援
を
行
う
保
守
管
理
サ
ー
ビ
ス「
K-

サ
ポ
ー
ト
」を
導
入
し
た
。
こ
れ

ら
の
効
果
に
つ
い
て
、
玉
置
佳
睦
社
長
、
生
産
部
の
橋
本
光
平
次
長
、

豊
田
隆
保
係
長
、
伊
藤
領
康
係
長
、
森
豊
氏
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

玉 置  佳 睦 氏

K
P-

コ
ネ
ク
ト
の
意
義
は

現
場
の
意
識
改
革
に
あ
る

短
納
期
へ
の
対
応
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要

効
率
的
に
改
善
し
て
い
く
に
は

K-

サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い

WAKAYAMA

生産部印刷課
森 豊 氏
「KP-コネクトによる客観的な
データがあることで、上司との
打ち合わせ時に、より具体的
な話をすることができます」

生産部印刷課係長
豊田 隆保 氏
「KP-コネクトとK-サポートで、
稼働率は30％ほど上がって
います。他の機長と協力して
一層高めていきたいです」

生産部印刷課係長
伊藤 領康 氏
「K-サポートで、当社の若手に
直接アドバイスしてもらって
います。KOMORIからの提案
で、効果が上がっています」

生産部次長
橋本 光平 氏
「KP-コネクトはジョブごとに状
況が見られて、仕事の段取りが
分かりやすく、スケジュールの
判断や調整もしやすいです」

「技術を見て学ぶという時代は終わり、今は論
理的に教えていく時代です。KP-コネクトと
K-サポートの導入で、全体朝礼後に印刷課全
員がミーティングをするようにもなりました。
社員の意識を変えてくれました」と、橋本次長。

本社 / 和歌山県和歌山市久保丁4-53
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「会社全体に、時間を大切にする意識を伝える
 ためにも、客観的なデータが必要でした」




